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差別を生み出すもの②　

－ステレオタイプが作用するものー

　わたしたちが他者に対して抱く期待が、現実の

ものになっていくという現象を自己成就予言と

いいます。例えば、「女性は数学が苦手である」と

いうステレオタイプが、自身の数学に対する苦手

意識をつくりあげ、数学の得点が低くなるという

現象が指摘されています。さらに、遊びで血液型

性格判断をしているうちに、性格がその血液型の

ステレオタイプに近づいてしまうという現実も

おこっています。

　わたしたちが、「この子はこんな子だ」というマイ

ナスのステレオタイプを持って接すると、その子が

その通りに変わってしまう恐れがあるのです。

　人の記憶はあいまいなため、思い出す際に、自

分自身が意味づけした内容に近い形で強調され

る傾向があります。

　例えば、あるこどもに対して「生活態度が良い」

というイメージが一旦形成されると、そのイメー

ジに合致する情報のみが印象に残り、良いイメー

ジが一層強調されるようになります。もし、その

こどもがイメージと合致しない行動をとったと

しても、例外扱いし、イメージの悪化にはつなが

らないということです。
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　わたしたちは、特定の集団や人に対して、単純

化したイメージを持ちがちです。その内容は様々

ですが、例えば、「都会の人は洗練されている」と

いった肯定的なものから、「都会の人は冷たい」と

いった否定的なものまであります。このような固

定化されたイメージをステレオタイプといいま

す。ステレオタイプは誤りに気がついたり、多様

な角度から事実を知ったりすることにより修正

されていきます。しかしながら、修正されなかっ

たステレオタイプは偏見へとつながることがあ

ていこう
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　「偏見とは、ある集団に所属している人が、単に

その集団に所属しているからとか、それゆえにま

た、その集団のもっている嫌な性質をもっている

と思われるとかいう理由だけで、その人に対して

向けられる嫌悪の態度、ないしは敵意ある態度で

ある」（G.W.オルポート「偏見の心理」より）と言

われています。そして、このような偏見が現代社

会における差別を温存している１つの要因だと

指摘されているのです。

－ステレオタイプとはー

　ステレオタイプは、誰もが少なからずもってい

ます。それを少なくしていくには、自分にもその

ような傾向があると自覚することが必要です。

－ステレオタイプを少なくするー

　自分に様々な面があるように、相手にも様々な

面があるものです。一面だけを見て相手を判断す

るのではなく、いろんな視点から見て考えること

が、相手への理解を深めることにつながります。

2. 多様性を認める

　「一番伝えたいことは、一番言えないこと」とい

う言葉があります。想像力をはたらかせ「もし自

分だったら」と相手の立場になって考えること

で、相手への接し方も見えてきます。そして、その

ことがより良い人間関係づくりにつながってい

くのです。

3. 想像力をはたらかせる

　「昔から・・・」「みんなが・・・」といって同調してい

ると、いわば思考停止状態になってしまいます。

情報として知ったことを自分自身で本当のこと

なのか考え確かめていくことが大切です。
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